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平成 15 年十勝沖地震により北海道内の多くの地下水井や温泉井で水位や自噴量の変化が観測された．  

水位上昇や自噴量の増加が観測された地域は，十勝平野南部の忠類村から浦幌町を経て釧路市に至る太平洋沿

岸域と根釧原野から斜里平野にかけての道東地域である．これらの地域以外では，函館市の一部の井戸で水位上昇

した以外は，概ね水位低下が観測されている． 

国土地理院(2003)による震源断層モデルを用いて，水位変化が観測された井戸ごとの地震による体積歪を計算

した．その結果，水位上昇の井戸と圧縮場の分布および水位低下の井戸と伸張場の分布がよく一致している． 

帯広市内にある井戸（帯広金森井 OBK： 深さ 1328m，ストレーナー深度 950～1060m）では，平成 5 年釧路沖地

震，平成 5 年北海道南西沖地震，平成 6 年北海道東方沖地震の際にも coseismic な水位変化が観測されており，

coseismic な体積歪変化と相関関係があることがわかっている（秋田・松本，2001）．2003 年十勝沖地震後には，

水位が 1.3m 低下し，この井戸で推定された体積歪は+1.87micro strain であった．この観測結果は，いままでの

coseismic な水位変化から求めた歪に対する水位の感度(8.1mm/10-8strain)と一致した． 

 


